
地域包括ケアシステムサポート事業
実施状況報告

～「自然とやさしさ、心ふれあう福祉の郷」東みよし町の実現に向けて～

東みよし町包括支援センター

8/19/2019

東みよし町の現状
（平成３１年３月末現在）

人口　１４，３５３人

★高齢化率（６５歳以上）　４，８８７人（３４．０５％）

★高齢化率（７５歳以上）　２，５５４人（１７．７９％）
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■0～14歳  ■15～39歳  ■40～64歳 
■65～74歳  ■75歳以上 

東みよし町の人口推計　（地域医療情報システムより）
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東みよし町の認定者数
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要支援・要介護認定者数の現状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第８次東みよし町高齢者福祉計画より）
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東みよし町の高齢化率
（第８次東みよし町高齢者福祉計画より）
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みよし広域連合 東みよし町

「徳島県地域包括ケアシステムサポート事業」　を活用して・・・

東みよし町の地域包括ケアシステムをより具体的にイメージして
いただけるよう研修会や講演会を実施。　　　　　　　　　　　　　　
受け身ではなく、自発的に助けあい・支えあって安心して暮らせ
るまちづくりの担い手として、活躍していただくことが目的。

【第１回】　「地域包括ケアシステムって」

【第２回】　「地域包括ケアシステムをつくるために大切な

　　　　　　　ことは～みんなでつくる東みよし町～」

【第３回】　「地域包括ケアシステムについて～三好市医師会

　　　　　　　の取り組み～」

【第４回】　「長寿社会のまちづくり～地域包括ケアで健幸に～」



住み慣れた地域で、自分らしい
暮らしを続けるために、東みよし
町が行っていることは・・・

平成31年4月22日『東みよし町居住支援協議会』を設立。（東みよし町社会福祉協議会）

低所得者、被災者、高齢者、障がい者、子どもを育成する家庭、移住者その他住宅の確保等に配
慮を要する者に対する賃貸住宅の提供の促進に関し、住宅確保要配慮者又は民間賃貸住宅等の
賃貸人に対する情報の提供等の支援その他の住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入
居の促進に関し必要な措置について協議することにより、東みよし町における福祉の向上と豊かで
住みやすい地域づくりを行っている。

・空き家等の有効活用
・安定した生活を支えるために、入居後の見守り活動や必要なサービスの支援に
　取り組んでいる。　　　　　　　　　　　　　

東みよし町居住支援事業



高齢化やご近所による見守りや支えあいの希薄化が問題視される現状に鑑み、地域での『気軽
に』『楽しく』集まれる場所づくりのためにサロン活動の開催を促し支援している。

・いきいき１００歳体操の普及
・高齢者の閉じこもり予防・支援

・町内４３か所にサロン開設中（令和元年７月末現在）
・住民運営の通いの場を充実させ、人と人とのつながりを通じて、高齢者が元気
でいきいきと自分らしい生活を送ることができる地域の実現に取り組めている。

　　　　　　　　　　　　　

ふれあいいきいきサロン支え隊事業
（東みよし町社会福祉協議会）

平成30年4月1日『東みよし町地域支えあい推進協議体』を設置。（東みよし町社会福祉協議会）

協議体が目指すもの
【い　　　つ】　無理のない範囲で継続的に
【ど　こ　で】　東みよし町で
【だ　れ が】　協議体のメンバーが
【な　に　を】　地域の支えあいのしくみづくりを
【な　　　ぜ】　高齢者を中心とした住民の方が地域のなかで元気に暮らし続けられるように
【どのように】　支える側・支えられる側が楽しい取り組みについて話し合う

・現在、第一層協議体を設置。
・目指す地域像について協議しながら、第二層協議体メンバーを選任し、新しい取り
組みを連携・協働する。　　　　　　　　　　　　

生活支援体制整備事業



　　　　　　　【地域課題】　

　　・買い物難民が増えてきている。
　　・移送サービスが利用できない。
　　・交通手段がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東みよし町が主催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（包括支援センターで地域課題のまとめ・抽出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域ケア会議（町部局委員会）
　　　　　などの地域課題を受けて・・・　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高齢者の社会参加を促進し、社会との繋がりを維持し、介護予防に繋げる事を目的とする。
社会参加や通院、買い物等で町内に事業所を置く業者のタクシーを使えば、１回の乗車
につき１枚５００円のタクシー券を利用することができる。（上限２４回）
対象者：避難行動要支援者名簿に登録されている７５歳以上の高齢者（約１８００人が対象）
・令和元年７月～実施

高齢者社会参加促進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東みよし町役場福祉課）

東みよし町介護予防サポーター養成等事業
（東みよし町包括支援センター）

（目的）　

高齢者の介護が大きな社会問題となる中、高齢
者自らの積極的な健康づくりや介護予防への取
り組みを促進するため、地域での普及啓発等に
協力する支援者の養成が急務であることから、
町が実施する研修を修了したうえで、町長から
認定を受けて、介護予防の意義や知識の普及
に対する協力、ひとり暮らし高齢者への声かけ・
見守り、認知症高齢者の声かけ・見守りを行う介
護予防サポーターを養成することを目的とする。

※　今年度も７回の研修を実施中



のびのび教室（短期集中予防サービス）
（東みよし町包括支援センター）

（目的）　

高齢者（６５歳以上）が要介護状態等となること
の予防又は要介護状態等の軽減もしくは悪化
の防止を図るために、低下が認められる運動、
栄養、口腔機能向上等のプログラムを重点的に
実施する。
※　全１０回コース（３ｹ月間、週１回実施）

※　健康チェック、身体計測、体力測定、体力
評価、栄養・口腔指導など

・運動・口腔機能向上
・閉じこもり予防

認知症サポーター養成講座事業
（東みよし町包括支援センター）

（目的）　

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域
で認知症の人やその家族に対してできる範囲で
手助けできる方を養成し、認知症高齢者等にや
さしい地域づくりに取り組むことを目的とする。

・認知症の人や家族に対して温かい目で見守る。
・認知症カフェ（さんカフェ）に
ボランティアで参加している。



多職種連携・医療と介護の連携
（東みよし町包括支援センター）

多職種協働によるネットワークなどの構築が求
められている中、多くの関係機関との連携が必
要となっている。支援困難ケースなどにも迅速に
対応できるよう、関係機関との日常的な連携強
化を図るために研修会や講演会を開催する。

・顔の見える関係を作っていくことで、サービス
の流れを円滑に、迅速に対応する
ことができる。

　ご清聴　ありがとうございました。


